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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の成分（Ａ）、（Ｂ）そして（Ｃ）を反応させる方法により製造される油溶性の潤
滑油添加剤組成物：
　（Ａ）下記の共重合体のうちの少なくとも一種：
　　（ｉ）下記からなる成分のラジカル共重合により得られる共重合体：
　　　（ａ）少なくとも一種のモノエチレン不飽和のＣ3－Ｃ28モノカルボン酸もしくは
そのエステル、またはＣ4－Ｃ28ジカルボン酸、その無水物もしくはエステル、
　　　（ｂ）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、あるいは炭素
原子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基または
それらの混合物の形の共重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、およ
び
　　　（ｃ）(ａ)及び(ｂ)の単量体と共重合可能で、かつ下記からなる群より選ばれる少
なくとも一種のモノオレフィン化合物：
　　　　（１）アルキル基がヒドロキシル、アミノ、ジアルキルアミノまたはアルコキシ
で置換されているかまたは未置換で、かつ炭素原子１～４０個を含む、アルキルビニルエ
ーテルおよびアリルアルキルエーテル、
　　　　（２）アルキル置換基が炭素原子１～４０個を含む、炭素原子数３～１０のモノ
エチレン不飽和のモノもしくはジカルボン酸のアルキルアミン及びＮ－アルキルアミド、
　　　　（３）炭素原子数１～８のカルボン酸のＮ－ビニルカルボキサミド、
　　　　（４）Ｎ－ビニルで置換されている窒素含有ヘテロ環化合物、および
　　　　（５）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、あるいは炭
素原子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基また
はそれらの混合物の形の共重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、た
だし、用いるオレフィンは(ｉ)(ｂ)で用いるオレフィンと同一ではない、
　　（ii）化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)とをラジカル開始剤の存在下で反応させるこ
とにより得られる共重合体；
　　（iii）下記の方法により得られる共重合体：（ａ）化合物(ｉ)(ａ)を化合物(ｉ)(ｂ
)または(ｉ)(ｃ)と、共重合体(ｉ)または共重合体(ii)または両者の存在下で非ラジカル
触媒反応で反応させる方法、あるいは（ｂ）共重合体(ｉ)または共重合体(ii)または両者
を、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)または(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応による生成
物と接触させる方法、
　（Ｂ）エーテルポリアミン、ポリエーテルポリアミン、ポリエーテルアミノアルコール
、ポリエーテルアミノチオールおよびポリエーテルポリオールからなる群より選ばれる少
なくとも一種のエーテル化合物、および
　（Ｃ）少なくとも一種の芳香族アミン。
【請求項２】
　共重合体(iii)(ｂ)において、該共重合体(ｉ)もしくは共重合体(ii)または両者を成分(
Ｃ)の存在下で、化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)もしくは(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒
反応による生成物と接触させる請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項３】
　成分（Ａ）において、該共重合体(ｉ)、該共重合体(ii)または該共重合体(iii)を希釈
油と混合し、それにより希釈された共重合体を生成させる請求項１に記載の潤滑油添加剤
組成物。
【請求項４】
　希釈された共重合体中の油の全量が最大で８０質量％である請求項３に記載の潤滑油添
加剤組成物。
【請求項５】
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　希釈された共重合体中の油の全量が２０質量％乃至６０質量％である請求項４に記載の
潤滑油添加剤組成物。
【請求項６】
　希釈された共重合体中の油の全量が３０質量％乃至５０質量％である請求項５に記載の
潤滑油添加剤組成物。
【請求項７】
　エーテル化合物(Ｂ)がポリエーテルポリアミンである請求項１に記載の潤滑油添加剤組
成物。
【請求項８】
　ポリエーテルポリアミンが、各アルキレン単位が独立に炭素原子２～５個を含むポリオ
キシアルキレンジアミンである請求項７に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項９】
　オキシアルキレン部がオキシエチレンまたはオキシプロピレンまたはそれらの混合物で
ある請求項８に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１０】
　ポリエーテルポリアミンがポリオキシエチレンジアミンである請求項９に記載の潤滑油
添加剤組成物。
【請求項１１】
　共重合体が共重合体(ｉ)である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１２】
　共重合体が共重合体(ii)である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１３】
　共重合体(ii)が、無水マレイン酸とポリイソブチレンとのラジカル触媒反応により得ら
れるポリＰＩＢＳＡである請求項１２に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１４】
　共重合体が共重合体(iii)である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１５】
　芳香族アミンが、Ｎ－アリールフェニレンジアミン、アミノカルバゾール、アミノ－イ
ンダゾリノン、アミノメルカプトトリアゾール、アミノペリミジンおよびアリールオキシ
フェニレンアミンからなる群より選ばれる請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１６】
　芳香族アミンがＮ－アリールフェニレンジアミンである請求項１５に記載の潤滑油添加
剤組成物。
【請求項１７】
　Ｎ－アリールフェニレンジアミンがＮ－フェニルフェニレンジアミンである請求項１６
に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１８】
　共重合体(ｉ)の化合物(ｉ)(ｂ)が、数平均分子量（Ｍn）が２３００のポリイソブテン
である請求項１に記載の潤滑油添加剤組成物。
【請求項１９】
　(ｉ)(ａ)がジカルボン酸、その無水物もしくはエステルである請求項１に記載の潤滑油
添加剤組成物。
【請求項２０】
　(ｉ)(ａ)が無水マレイン酸もしくはそのエステルである請求項１９に記載の潤滑油添加
剤組成物。
【請求項２１】
　(ｉ)(ｃ)のモノオレフィンが１－オレフィンである請求項１に記載の潤滑油添加剤組成
物。
【請求項２２】
　主要量の潤滑粘度の油、および請求項１乃至２１のうちのいずれか１項に記載の潤滑油
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添加剤組成物を含む潤滑油組成物。
【請求項２３】
　下記からなる潤滑油添加剤組成物の製造方法：
　（Ａ）下記の共重合体のうちの少なくとも一種を：
　　（ｉ）下記からなる成分のラジカル共重合により得られる共重合体：
　　　（ａ）少なくとも一種のモノエチレン不飽和のＣ3－Ｃ28モノカルボン酸もしくは
そのエステル、またはＣ4－Ｃ28ジカルボン酸、その無水物もしくはエステル、
　　　（ｂ）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、もしくは炭素
原子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基または
それらの混合物の形の共重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、およ
び
　　　（ｃ）(ａ)及び(ｂ)の単量体と共重合可能で、かつ下記からなる群より選ばれる少
なくとも一種のモノオレフィン化合物：
　　　　（１）アルキル基がヒドロキシル、アミノ、ジアルキルアミノまたはアルコキシ
で置換されているかまたは未置換で、かつ炭素原子１～４０個を含む、アルキルビニルエ
ーテルおよびアリルアルキルエーテル、
　　　　（２）アルキル置換基が炭素原子１～４０個を含む、炭素原子数３～１０のモノ
エチレン不飽和モノもしくはジカルボン酸のアルキルアミン及びＮ－アルキルアミド、
　　　　（３）炭素原子数１～８のカルボン酸のＮ－ビニルカルボキサミド、
　　　　（４）Ｎ－ビニル置換窒素含有ヘテロ環化合物、および
　　　　（５）炭素原子２～４０個を含む少なくとも一種の１－オレフィン、もしくは炭
素原子４～３６０個を含み、かつビニル、ビニリデンもしくはアルキルビニリデン基また
はそれらの混合物の形の共重合可能な末端基を持つ少なくとも一種のポリオレフィン、た
だし、用いるオレフィンは(ｉ)(ｂ)で用いるオレフィンと同一ではない、
　　（ii）化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)をラジカル開始剤の存在下で反応させること
により得られる共重合体；
　　（iii）下記の方法で得られる共重合体：（ａ）化合物(ｉ)(ａ)を化合物(ｉ)(ｂ)ま
たは(ｉ)(ｃ)と、共重合体(ｉ)または共重合体(ii)または両者の存在下で非ラジカル触媒
反応で反応させる方法、あるいは（ｂ）共重合体(ｉ)または共重合体(ii)または両者を、
化合物(ｉ)(ａ)と化合物(ｉ)(ｂ)または(ｉ)(ｃ)との非ラジカル触媒反応による生成物と
接触させる方法；
　（Ｂ）エーテルポリアミン、ポリエーテルポリアミン、ポリエーテルアミノアルコール
、ポリエーテルアミノチオールおよびポリエーテルポリオールからなる群より選ばれる少
なくとも一種のエーテル化合物；および
　（Ｃ）少なくとも一種の芳香族アミンと
反応させる。
【請求項２４】
　内燃機関内のスス分散性を改善する方法であって、主要量の潤滑粘度の油および有効量
の請求項１乃至２１のうちのいずれか１項に記載の潤滑油添加剤組成物を含む潤滑油組成
物を用いて、機関を作動させることからなる方法。
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